
実習教材３　「席替えのシミュレーション」

　　　　　　　　　　　　　　情報Ｂ : 「問題のモデル化とコンピュータを活用した解決」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 モデル化とシミュレーション

ア 目標
　モデル化とシミュレーションによる問題解決を行うという体験をとおして、モデル化とシミュレーションの考え方や方法を理解させる。

イ 前提条件
　Microsoft Excel 2000(以下、Excelとする)を使用するため、生徒が表計算ソフトで文字や数字の入力等の基本操作ができる。

ウ 学習の流れ
　「３年生で情報を選択した10人のクラスでくじ引きによる席替えをしたとき、１人も元の席にならない確率はいくらか。」という問題を考えさ
せる。次に、この問題をトランプを使用してモデル化し、２人ずつペアでシミュレーションをさせる。最後に、Excelを使用してモデル化し、コン
ピュータによるシミュレーションをさせることにより、問題を解決させる。学習の流れは、以下のとおりである。

　　　　　　　　　学習の流れ 時間数：４時間

　 学習活動 指導上の留意点

導入
(10分)

展開
(185分)

まとめ
(５分)

　「３年生で情報を選択した10人のクラスでくじ引きによる席替え
をしたとき、１人も元の席にならない確率はいくらか。」という問
題を考える。

　手作業、計算のどちらの方法も多大な時間を要することを確認す
る。　
　
　席と人をトランプに置き換える。つまり、モデル化する方法につ
いて考える。
　２人ずつペアでシミュレーションを行い結果を集計する。
　集計結果を発表する。

　「席替え.xls」のシート「作成(1)」を用い、表を完成する。
　・モデル化について理解する。
　・関数、乱数について理解する。
　・表を完成する。

　シミュレーションを行う。
　コンピュータを活用したモデル化とシミュレーションの有効性に

　「席替え.xls」のシート「手作業(１)」～「手作業(５)」とシート
「計算(１)」～「計算(３)」により、どちらの方法も解くのに多大
な時間を要することを認識させる。

　各ペアに、10回以上シミュレーションさせて結果を集計させ
る。
　繰り返すことの大変さを体験させ、コンピュータによるモデル化
の必要性を感じさせる。

　「席替え.xls」のシート「作成(1)」、「作成(2)」を用い、モデル
化、関数、乱数について説明する。
　必要に応じて個別指導を行う。

　問題解決にコンピュータを活用したモデル化とシミュレーション
が有効であることを認識させる。



ついて考える。

エ 実習の手引
　実習の手順を以下の(ア)～(エ)に示す。

　　(ア)　問題を解くのに多大な時間を要することの確認　
　　　　　・　手作業の場合

　　　　　・　計算の場合



(イ) トランプによるモデル化とシミュレーション

　席をスペードの１から10の番号札、人をハートの番号札に置き換えさせ、２人ずつペアでシミュレーションを行わせる。結果を集計
させ、発表させる。
　「繰り返した回数」分の「同じ席にならない場合の回数」で、シミュレーションできる。
・ 同じ席になる場合



・ 同じ席にならない場合



(ウ) コンピュータによるモデル化とシミュレーション
・ モデル化と表の作成
　下のシートを準備し、モデル化と表示されている関数、乱数について説明し、表を完成させる。
　[ツール]から[オプション]の[計算方法]で[最大反復回数]を1に指定させる。



・ シミュレーション
　コンピュータによるシミュレーションをさせる。　Ｆ９を１回押すと、１度計算することができる。



・ 演示用
　　リストから回数を選択し、[スタート]でシミュレーションを開始。[クリア]でリセットされる。



(エ)　コンピュータを活用したモデル化とシミュレーションの有効性について考えさせる。


